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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
教科の指導は難しいなという意見。
変化の激しい社会に対応できるよう、資質・能力を整理され、どの子どもも教科で学びの連続性を確保する視点から、学習指導要領の内容が大きく変わりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで昨年度から２年計画で、、、（テーマ）


1FH (R 2)

NP EFE - BEUBFOES - EHE SR = =aap COTZWVAZERERR.
EFE : Mzx&27] E. 2] =R, 7L B =
8/280: [REBLZE5, fHhEZIL CTCEXD] (tt=] [SEEH] [FHEERER]

BIEE) ? HE?
LTHETEEBNTETLDID (BEIRILDIERE)

S TEBED U TWVBDIRECDULT,
BIBUEDRESTLIED T EN
CE&Ic,

/ 1% (GHEREE>4o— )




(R3)

%3 (Bs) DD

FEBDEEDH TCOES


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この研究がスタートする時に、
昨年度講師をいただいた筑波大学附属桐が丘特別支援学校長の下山先生も、「教科で学んだことを生活の中で生かされているかを見ることが大切」だと何度もご指導いただいた。
生活の中での変容が見られて、資質。能力がじわじわ身についているというイメージです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実態を見て、単一・Ⅰ・Ⅱ型であれば単元の中や生活の中で活用する場面が比較的早く見られることが予想されます。
Ⅲ型は、生活の中で活用している見据えた授業を丁寧に繰り返しすることで、生活の中で活用していくことができるようになることを目指す。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これから各学部の現状と課題、具体策を簡単に説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年度は小と中学部が一緒に研究を行い、協力して５つの単元を作りました。
また、小学部は昨年度から学習指導要領完全実施でした。各教科ごとに目標を立て、評価をしてみました。
すべて教えるこことが基本なのですが、研究では重点化した内容を扱って授業づくりがしたい。
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